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（１） 第218号 令和３年（2021年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

１
地
区
上
限
３
万
円

　
「
小
地
域
支
え
合
い
支
援
事
業
」

と
は
、福
祉
委
員
を
中
心
に
、区
長

や
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、

地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
活
動
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
市
内
の
全
地
区
を
対
象
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
１
地
区
あ
た
り
３

万
円
を
上
限
に
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
地
域
を
よ
く

す
る
取
り
組
み
を
お
考
え
の
福
祉

委
員
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

～小地域支え合い支援事業の
　　　　　　　　実施地区を募集～

地域での
取り組みを支援します

蕨生区（善導寺副住職の講話・大野市消防職員による救命入門コース）

新町区（ラジオ体操を楽しむ会）

新河原区（正月用寄せ植え講習会）

上丁区（正月用生け花会）



業に取り組みます。
　地域福祉事業においては、第四次地域福祉
活動計画の評価課題であった子どもの頃から
のボランティア体験を通した福祉教育の推進、
雪かき等を含めたボランティアニーズ調査に
よるボランティアマッチング機能の強化、身
近な地域での支え合い・助け合い活動をさら
に推進するほか、市民一人ひとりがその人ら
しく安心して生活することができるよう、生
活あんしんセンター「結はあと」による適切
な権利擁護の推進に努めていきます。
　介護保険事業等においては、利用者の権利
と人格を尊重し、本人の自立支援に資する質
の高い介護サービスを提供します。また事業
関係者と連携を密にし、新規利用者の増加を
図ります。

（２）第218号令和３年（2021年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

令和３年度

　現在、わが国では少子高齢・人口減少社会
を迎え、地域コミュニティの脆弱化、災害の
増加、貧困や孤立問題が深刻化しています。
また、令和２年に入り新型コロナウイルス感
染症が全国に拡大したことで、生活のあり様
が大きく変わり、ますます「支え合い・助け
合い」等、地域福祉の重要性が再認識されて
いるところです。
　このような状況の中、本年度は、本協議会
の活動指針となる「第五次地域福祉活動計画
（５か年計画）」の１年目にあたり、その基本
理念である「結の心でつながる福祉のまち」
の実現のため、着実な計画推進を第一義に考
え、地域住民や行政、関係機関・団体との強
力な連携と協働のもと、「地域の福祉力」が確
立されるよう次のところに力点を置いて各事

１　地域で支え合いと助け合いの地域福祉活動の推進
　　　○高齢者の生活支援体制の整備を推進するため、住民や高齢者に関する団体、行政、生活支援

コーディネーター等が参画する協議体（第１層、第２層）を運営し、地域での支え合いの体
制づくりに向けた意見交換のほか、情報の共有及び連携の強化を図ります。

　　　○地域での生活・福祉課題の解決に向けて、地域の関係者の連携を進めます。

２　福祉教育の推進とボランティア活動の強化
　　　○小さい頃から、ボランティア体験を通して地域のさまざまな人と関わりを持ち、思いやりの

心や助け合う意識を育めるよう福祉教育を推進します。
　　　○市民のボランティアニーズ調査を実施し、ボランティアマッチング機能の向上を図ります。

３　権利擁護や生活支援サービスの充実
　　　○法人後見事業では、制度普及啓発や相談活動を行うとともに、判断能力が不十分な方に対す

る福祉サービスの利用援助や日常の金銭管理を行う日常生活自立支援事業と連携し、セーフ
ティネットの一翼を担います。

４　介護保険事業等の経営安定化とサービスの質の向上
　　　○利用者やその家族から信頼され選ばれるサービスをめざし、質の向上を図るとともに、経営

状況について検討・分析を行い、健全な経営の維持に努めます。

　去る、３月26日、大野有終会館「結とぴあ」において大野市社会福
祉協議会の評議員会が開催され、本年度の事業計画及び収支予算が決
まりました。以下、概要をお知らせします。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

重 点 目 標



（３） 第218号 令和３年（2021年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

収 支 予 算

収　入
302,023

会費　6,500

経常経費
補助金収入
29,217

受託金
38,395

拠点区分間
繰入金収入
37,701

介護保険事業収入
137,202

負担金収入
1,094

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
43,916

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
11

事業収入
1,508

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　2,953

貸付事業
収入 212

その他の
収入 1,314

その他の活動による
収入 6,415

（単位：千円）

　社協会費や共同募金配分金等の民間財源につい
ては、地域福祉推進のための財源として活用して
おり、介護保険サービスや障害福祉サービス事業
の財源としては使用しておりません。

支　出
302,023 人件費

190,324
事業費
58,494

事務費
2,501

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

助成金支出
4,474
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,332

拠点区分間
繰入金支出
37,701

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
2,215

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 1,156

支払利息
支出 30

令和３年度 重　点　事　業
〇子どもを中心に地域で取り組む福祉推進事業
　子どもが中心となり、学校・地域住民・関係機関が
一緒にプログラムを企画・実施し、福祉教育を通して
地域福祉の推進を図ります。

〇ボランティア意識の醸成
　中学生・高校生の頃からボランティアに参加する機会
を提供し、若年からのボランティア意識を醸成します。

〇ボランティアマッチング機能の強化
　ボランティアニーズを把握し、適切なボランティアマッ
チングを行い、ボランティアセンター機能を強化します。

　ボランティアマッチングとは、ボランティアを必要とする側と活動を
　する側の調整を図ることです。（ ）



（４）第218号令和３年（2021年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

皆さまからいただいた募金は、地域を良くするための活動の貴重な財源となっています。
その活動のひとつ「福祉教育推進事業」は、市内の全小中学校に福祉学習費用の助成を行っ
たり、福祉体験教室を実施しています。多くの活動の中から、乾側小学校で行われた活動
の一部をご紹介します。

令和２年度 大野市共同募金助成事業

福祉教育推進事業

▲手作りカードのプレゼント

◦１・２年生が地区の敬老会に参加して、
日頃のありがとうの言葉を添えたメッ
セージカードを贈りました。

◦今年はコロナ禍で毎年「ビハーラ大野」
で行われるクリスマス会に参加できな
かった代わりに、クリスマスカードを
贈りました。

お餅を地区の全戸に配布

▲

学校田で収穫した餅米で作った餅にメッセージ
カードを添えて、地域での見守りに対する感謝
の気持ちを伝えました。

▲ふれあい集会

保護者や地域の方を招待し、「乾側人
と出会う旅」の学習成果を発表しま
した。
また、低・中・高学年に分かれてふ
れあいゲームのブースを出店し、地
域の方と交流しました。

ほかにも、
　「見守り隊感謝のつどい」見守り活動をしてくださった方々を招待してお礼を伝えました。
　「ピカピカ大作戦」お世話になった旧蕨生小校舎に感謝の気持ちを込めて、丁寧に掃除を
　　　　　　　　　しました。

乾 側 小 学 校

乾側小学校は、令和２年度末をもって閉校となりました。児童・保護者・学校関係者・地域の
皆さまに、これまで多くのご協力をいただき、深く感謝を申し上げます。



地域で を始めませんかふれあいサロン

（５） 第218号 令和３年（2021年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　

在
宅
の
障
が
い
者
な
ど
が
使

用
す
る
紙
お
む
つ
を
、
一
人
１

か
月
当
た
り
90
枚
を
限
度
に
、

費
用
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　
（
１
）
身
体
障
が
い
者
手
帳
の

等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
程
度

の
方

　
（
２
）
療
育
手
帳
に
表
示
さ
れ

た
障
が
い
の
程
度
が
Ａ
程
度
の

方
　

申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

６
５
―
８
７
７
３

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

配
分
金
を
活
用
し
た

事
業
を
紹
介
し
ま
す

紙
オ
ム
ツ
の
費
用
を

半
額
助
成
し
ま
す

活動見学（体験）会

音訳ボランティア 麻耶の会

日 時　令和３年６月２９日（火）
令和３年７月２８日（水）
午後１時３０分～午後３時００分

音訳ボランティアとして活動してみたい方

会 場　ボランティアセンター（結とぴあ2階）

対 象　音訳活動に興味・関心のある方

音訳し、利用者にお届けしています。

＊音訳ボランティアとは、視覚障がいのため情報取得に困難のある方へ情報取得に困難のある方へ
「声」で情報をつたえるボランティアです。

＊麻耶の会では、「広報おおの」「市議会だより」「社協だより」などを

音訳に興味はあるけど、自分にできるか分からない…
実際の活動の様子や雰囲気が知りたい…

講座を受講する前にぜひ一度、見学してみませんか？
市民の方であればどなたでもお気軽にお申込みください。

【申込先・問い合わせ】 大野市社会福祉協議会 TEL:65-8773

大野市障害者社会参加支援事業

どちらか1日・両日
どちらでも見学可能です

その他　見学ご希望の方は、それぞれの見学日の前日までに
下記へお問い合わせください。

貸し出します

～立ち上げをお手伝いします～

　『ふれあいサロン』とは、高齢者が住み慣れた地域で
いきいきと過ごすための「交流の場」です。人とふれ
あい、楽しい時間を過ごすことにより、生きがいづく
りや介護予防につなげています。
　大野市社会福祉協議会では、本年度開始の新規サロ
ンを募集しています。関心のある地区（休止中の地区
も含みます。）は、お気軽にお問い合わせください。

　大野市社会福祉協議会　６５―８７７３

国時団地サロンでハーバリウム作り

車いす
　（通院や旅行などに）
ゲームなどの備品
　（かるた、輪投げ、ボーリングなど）

　事前に申請が必要となりますので、
ご利用の際はご連絡ください。

〇お問い合わせ先・申込先
　大野市社会福祉協議会
　６５―８７７３



（６）第218号令和３年（2021年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

　大野市社会福祉協議会は、『結の心でつながる福祉のまち』を目指し、支え合いと助け合
いの思い満ちた福祉のまちづくりに取り組んでいます。
　この取り組みを進めるにあたっては、皆さまのご協力による会費を貴重な財源として活
用させていただいています。
　本年度もご理解とご協力をよろしくお願いします。

『結の心でつながる福祉のまち』を目指して

社協会費ご協力のお願い

①一般会費（世帯）　

②賛助会費（企業・個人事業所など）

〇大野市社会福祉大会の開催

〇ボランティア活動の推進

〇一人暮らし・二人暮らし高齢者、障がい者世帯
　などの安否確認

〇社協だよりやホームページなどによる福祉情報
　の発信

〇福祉サービスの利用援助や法人後見の取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

社協会費の種別

自治会（行政区）を通じて各世帯にお願いしています。

社協活動に賛同くださる事業所などへお願いしています。

１世帯　500円

１口　1,000円

　昨年度はコロナ禍のため、口座振替での納入をお願いしたとこ
ろ、多くのご協力をいただきありがとうございました。本年度の
実施方法につきましては、改めてお知らせいたしますので、よろ
しくお願いします。

賛助会費について

高齢者ふれあいサロンの開催

各地区社協・福祉委員の活動支援 福祉ふれあいまつりの開催



（７） 第218号 令和３年（2021年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

無 料 相 談 業 務 の ご 案 内 

　法
律
相
談

　
土
地
・
住
宅
・
財
産
な
ど
法
律
上
の
問
題
に
弁
護
士

　
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
）

※
法
律
相
談
は
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で

　

事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」

　心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
相
談

　
員
が
応
じ
ま
す
。

※
心
配
ご
と
相
談
の
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
　
（
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
）

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
２
０
５
号
室

　電
話
福
祉
相
談

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
に
社
協
職
員

　
が
応
じ
ま
す
。

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

天
神
町
１
ー
19

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

秘
密
は
厳
守

　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福井県社会福祉協議会からのお知らせ
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◆
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金
◆

【
３
月
19
日
～
４
月
22
日
受
付
分
】

谷
口　

ひ
ろ
子

　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

ソ
シ
オ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

坂
下　

え
い
子

　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

匿
名　
　

１
２
，
０
０
０
円

◆
物
品
寄
付
◆

吉
田　

博
和

　

テ
ー
プ
型
オ
ム
ツ
２
袋

　

尿
取
り
パ
ッ
ト　

２
袋
他

㈱
ダ
イ
ナ
ム　

信
頼
の
森

福
井
大
野
店

　
　
　
　
　

食
料
品　

一
式

匿
名

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ケ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
個

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
タ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
個

◆
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ

プ
ル
・
古
切
手
◆

【
３
月
１
日
～
４
月
26
日
受
付
分
】

山
崎　

與
作

帰
山　

艶
子

廣
瀬　

美
智
子

理
容
ナ
カ
モ
リ

山
本　

幸

細
沢　

月
楓

細
沢　

來
生

細
沢　

櫂
吏

細
沢　

茉
央

立
川　

正
剛

立
川　

正
真

立
川　

由
彩

大
倉　

清
嗣

小
嶋　

ふ
さ
の

高
尾　

あ
き
子

ハ
ニ
ー
新
鮮
館

　
　
　
　
　

大
野
イ
ン
タ
ー

乾　

匡

石
原　

き
よ
み

林　

明
美

松
山　

恵
子

㈲
加
藤
左
官
工
業

㈱
鴻
池
組

花
房　

文
子

大
石　

敏
彦

高
橋　

照
二

川
端　

輝
美

高
宮
写
真
館

芳
扇
会

あ
す
か
・
さ
や
か

前
田
電
気
㈱

中
村　

幸
子

稲
田　

富
美
子

源
内
酒
店

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

西
川　

香
織

清
水　

八
重
子

陽
寿
さ
く
ら
サ
ロ
ン

有
終
南
小
学
校

嵐
谷
建
具
店

高
田　

育
代

小
山　

佳
代
子

中
川　

加
寿
子

開
成
中
学
校

本
多　

道
代

絵
手
紙　

ひ
よ
っ
こ
く
ら
ぶ

原　

ひ
な
た
・
ひ
よ
り
・
旭

上
庄
小
学
校

天
満
サ
ロ
ン

大
野
市
消
防
本
部

林　

裕
子

松
田　

つ
や
子

中
村　

ふ
み
子

小
林　

恵
美
子

福
井
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

㈲
宮
本
国
文
堂

高
尾　

高
義

中
村　

麗
子　

東
中
野
区

宮
下　

多
津
子

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
麻
那
の
会

日
本
観
光
公
社

村
上　

哉
翔

村
上　

愛
昊

村
上　

夢
晃

伊
織
建
築
㈲

田
中　

み
ち
子

和
歌　

和
男

大
野
市

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

松
井　

憲
夫

平
瀬　

東
洋
子

山
下　

真
理
子

佐
々
木　

信
次
郎

大
野
市
市
民
生
活
課

内
田　

文
子

中
矢　

順
子

萩
原　

勢
子

藤
丸　

智
美

大
野　

明
美

清
水
左
官
㈲

中
村　

さ
よ
子

野
村　

京
子

ア
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
大
野

ヒ
ロ
デ
ン　

廣
野　

宏
和

高
橋　

恵
美
子

あ
っ
た
か
ホ
ー
ム
さ
く
ら

㈱
か
じ
惣

松
葉　

祐
佳

春
日
一
丁
目
上
区

　
　
　
　
　

つ
く
し
サ
ロ
ン

東　

政
江

歸
山　

夏
實

三
光
産
業
㈱

角
屋　

明
美

松
田
病
院
キ
ラ
キ
ラ
の
里

川
上　

美
智
子

大
野
市
教
委
教
育
総
務
課

小
池　

博
子

明
石　

信
子

辻　

和
子

前
田　

房
子

松
本　

智
恵
美

河
本　

章
雄

中
森　

一
美

中
森　

富
士
江

東
大
月
自
治
会

伊
藤　

節
子

し
が
ら
み
最
勝
寺

大
野
市
福
祉
事
務
所

ビ
ュ
ー
ト
（
理
・
美
容
）

髙
畑　

勝
子

伊
藤　

義
幸

川
田　

友
子

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

辻　

和
美

奥
島　

順
子

前
田　

久
伊

関
西
大
野
会
（
八
田
）

春
日
一
丁
目
上
区

小
山
愛
育
会

水
上　

勇
一

㈱
南
部
酒
造
場

松
山　

利
典

寺
尾
電
工

寺
尾　

勤

安
川　

幸
代

三
屋　

峰
子

山
川　

明
美

㈴
河
原
酢
造

幅
田　

浩
世

港
屋

㈱
フ
ク
イ
ヤ

三
谷　

寛
治

石
本　

美
奈
子

北
野　

廣
美

永
見　

典
子

皆
藤　

し
ず
え

中
休
営
農
組
合

カ
ー
テ
ッ
ク
大
野
㈱

松
田　

和
香
那

牧
野　

美
雪

コ
メ
ダ
珈
琲
店

　
　
　
　

大
野
イ
ン
タ
ー
店

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

関
西
大
野
会　

伊
藤　

輝
夫

伊
藤　

弘
子

中
日
新
聞
・
日
刊
県
民
福
井

　
　
　
　
　
　

大
野
販
売
所

佐
々
木　

滋
夫

手
話
サ
ー
ク
ル
名
水

㈲
生
田
設
備

大
野
市
税
務
課

牧
野　

華
苗

谷
口　

絹
子

上
野　

法
子

㈱
マ
ル
ハ
ン
大
野
店

京
福
バ
ス
旅
行
セ
ン
タ
ー

垣
崎　

聡
枝

Ｊ
Ａ
福
井
県
大
野
南
支
店

中
津
川　

前
田
酒
店

中
津
川　

中
川　

和
子

グ
ル
ー
プ
ポ
テ
ッ
チ

　
　
　
　

明
石　

ゆ
き
子

　
　
　
　

中
川　

ユ
リ
コ

　
　
　
　

中
川　

八
重
子

越
田　

和
子

松
山　

さ
と
み

㈲
西
川
建
築
設
計
事
務
所

林　

桜
菜

安
川　

光
男

福
井
新
聞
大
野
中
央
店

石
倉　

静
江

山
川　

し
げ
子

篠
座
こ
ど
も
園

亀
山
湯

㈲
久
保
工
務
店

一
品
料
理　

長
谷
川

土
本　

愿

吉
川　

和
子

富
田　

オ
チ
エ

ソ
シ
オ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

　
　
　
　
　

坂
下　

え
い
子

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
が
や
き

ペ
ッ
ト
サ
ロ
ン
は
な
う
た

あ
か
ね
保
育
園
保
護
者
会

石
本　

厚
子

森
永　

智
子

山
下　

真
里
子

㈲
伊
藤
文
具
店

ス
テ
ッ
ク
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

笑
来
ク
ラ
ブ

中
川　

し
ず
子

山
﨑　

豊
子

窪
土　

次
男

杉
本　

あ
い
子

川
端　

安
子

柳
原　

み
よ
子

村
下　

修
一

市
川　

幸
代

齊
藤　

八
郎

山
本　

武
夫

三
橋　

静
枝

匿
名　

十
一
名

次
回
発
行（
第
２
１
９
号
）

は
９
月
１
日
の
予
定
で
す
。

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
、

令
和
２
年
度
に
お
い
て
１
２
６

５
．５
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
５
５
３
，

６
１
５
個
に
な
り
ま
し
た
。
集

め
ら
れ
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
、

「（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
世
界
の

子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委

員
会
」
を
通
じ
て
開
発
途
上
国

へ
の
ワ
ク
チ
ン
支
援
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
重
要
性
を
伝
え
る
啓

発
活
動
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ン
グ
プ
ル
は
、
令

和
２
年
度
に
お
い
て
３
１
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
／
１
９
，
３
０
０
円

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ン
グ
プ
ル

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
売
却

し
、
売
却
益
を
地
域
福
祉
推
進

活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

古
切
手
は
令
和
２
年
度
に
お

い
て
１
９
７
件
あ
り
、「（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
誕
生
日
あ
り
が
と
う

運
動
本
部
」
に
よ
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
に
再
利
用
さ
れ
、
障

が
い
者
福
祉
の
啓
発
活
動
等
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
・
古
切
手
の

回
収
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。


